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北大水産業報
31(3)， 239-245. 1980. 

小さい目合の刺網に対するベニザケとシロザケのからみによる羅網*

石田昭夫料・島崎健二***

On the Entangled Catch of Sockeye and Chum Salmon 

by the Small Mesh Gi1lnet 

Teruo ISHIDA and Kenji SHIMAZAKI 

Abstract 

A known phenomenon that unexpectedly high propo凶ionsof m抗uringsockeye 
B晶Imon晶，resometime自caughtin the smaller mesh gillnets by旬nglingatぬ.esho叫
h品目b明nωnfi.rmed byもhemulti-mωhresearch gillnωfishing 品切 obωinedby the 
Hokusei-maru a.nd Oshoro・maruin the Waters off the Kuril IsI晶.nds，West 
KaDl.cha.tka a.nd Aleutian Islands. The tanglingωtch proportion tends to 
incre副 ethe progress of sexual maturity in both sockeye 晶.ndchum sa.lmon， which i8 
much日10'鴨rin the latter. Though the sexu晶1m抗urityof fish is a. m乱infactor of 
this phenomenon， there isもhequ聞もionof what品。旬 inthe mechanisもic，morpho・
logical or behaviour晶1changω. 

まえがき

産卵回遊途上のベニザケ (Oncorhyncusnerka)が，母川を間近にした西カムチャッカ沖で，小さな

目合の刺網IL吻部がからんで漁獲される率がかなり高いとと，また，シロザケ (0.keta)の場合はそ

の率の上昇がみられないととはすでに指摘きれている1)。ζれには二次性徴による歯の発達が原因し

ていると考えられるが，同じ事情にあるシロザケの場合に顕著でないととから， ぞれ程単純な事象と

は考えられず，解明して興味のある ζととして残されてきた。

1972年以降， 北部北太平洋で操業する日本のすべてのさげます調査船は網目選択性除去のため 48

-157mm にわたる 10種類の目合を組み合せた調査用刺網2)を使用している。北海道大学練習船北昼

丸も ζの調査用刺網を用い，千島沖太平洋から西カムチャッカ沖の水域で， ソ連の2∞カイリが設定

された前年の 1976年までの5年間調査を行なっている。同じく練習船おしょろ丸はアリューシャン

水域で調査を行伝っている3)-6)。

著者らはとの資料を用い，上記の現象の追認を行なってみた。資料のとられた範囲や量が多く，乙

のととにかかわりあると考えられる性成熟を示す生殖腺重量の7JtIJ定がなされているので， それが生起

する状況について若干の知見を得る ζとが出来た。

*北海道大学水産学部北洋水産研究施設業績第113号
(Contrwut伽 No.113 from the Research 1削 tituteof North p，的ificFi8heries， Faculty 01 
Fi8heriω， Hokkaido University) 
紳北海道さけますふ化場 (HokkaidoSal'冊。叫 Hatchery，Sα:pporo) 
*キキ北海道大学水産学部北洋水産研究施設
(Reseαrch Instit包teof North Pac併cFisheries， F，αculty of Fi8heriω， Hokkaido University) 
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との仕事を進めるK当り， 御配慮を与えられた北大水産学部北洋水産研究施設三島清吉教授に感謝

いたします。

材料と方法

調査用刺網の 10種類の目合別に漁獲した魚の全数の魚体測定記録が収録きれている“要報"から，

北星丸の 1972-'76年とおしょろ丸の 1974ー'76年のパニザケおよびシロザケの目合別の漁獲物尾叉長

頻度を集計した。全期にわたってそれを累積したものを表 1K示した。 なお，との表では 2cmきぎ

みで集計きれているが，実際には 1cmごとに集計して解析している。 また，対象となった魚の性成

熟の程度を知るために生殖腺重量の頻度を集計し第 1図f<::示した。

刺網の網目選択性は魚の大ききと網目の関数であり， 一般にある目合の網のそれぞれの体長の魚に

対する相対的効率をあらわす曲線として示される。しかし，本報告の主題f<::関してはある魚の大きき

に対するそれぞれの目合の網の相対的効率の差異として考察するのが妥当であろう。

尾叉長 50cm以上の各体長階級の目合別頻度について，尾叉長 60cmK換算した目合別頻度を求

め，ぞれらを加えあわせ，モ{ドの高さを単位において示きれたものが図2である。

各体長階級の頻度値の尾叉長 60cmのそれへの換算は石田7)のおいた仮定

RE(m: 1) = RE(km : kI) 

lともとづく日合の移動の割合で頻度を配分した。その際，選択性曲線の傾斜にかかわる補正は加えず，

また， 48， 55および 157mm目合については，外績によって補うべき使用きれなかったより小きなあ

るいは大きは目合の網の頻度が加えられていないから， その部分は実際より小さな値となっている。

比較のために Ishida1)f己記載されているベニザケとシロザケの網目選択性曲線を尾叉長 60cmの

魚に対する各回合の相対的効率に換算して図K加えた。

T晶ble1. Acc叫mulatedfork length fr句uenci四 bymωh si 

1) S'ockeye， Hokωei・制御叫， 1972-'76. 

ぷ丙元血)1瓦一両 I6司72両l..93f10訂1211138 1157 
29.0-30. 9 cm. 2 
31.0- I 1 
33.0-
35.0- 2 2 1 
37.0・ 6 7 
39.0- 1 6 2 3 1 
41. 0- 1 5 7 3 1 
43.0- l 1 7 2 
45.0・ 1 1 1 
47.0- 1 1 I 
49.0- 2 1 
51. 0- 3 5 5 5 7 3 1 
53.0- 1 l 2 4 7 7 15 17 14 1 
55.0- 1 2 2 4 4 9 26 20 11 9 
57.0- 4 3 8 5 9 7 19 18 31 13 
59.0- 2 1 10 10 7 10 12 19 34 25 
61. 0- l 4 3 2 6 6 5 11 18 19 
63.0- 1 2 I 3 6 4 8 15 11 
65.0- 1 1 2 1 1 1 5 1 3 5 
67.0- 1 1 1 3 1 
69.0- 1 1 
71.0・72.9
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Table 1. (continued). 

2) Sockeye， 08horo・maru，1974一'76.

I 4 
27.0- 2 6 l 
29.0- 2 8 2 1 
31. 0- 2 4 4 1 
33.0- 2 5 2 
35.0・ 1 1 1 
37.0- 1 
39.0-
41. 0- I I 
43.0- 1 1 2 1 
45.0- 2 
47.0- 1 3 3 
49.0- 1 3 2 4 
51. 0- 1 14 16 18 5 
53.0- I 2 2 3 6 14 23 38 32 3 
55.0・ 1 2 8 5 15 25 43 48 19 
57.0- 1 2 2 8 9 18 30 45 37 29 
59.0・ 6 1 5 7 3 14 20 41 46 28 
61. 0・ 3 3 2 7 4 5 9 26 31 23 
63.0- 3 2 3 2 5 12 I 16 20 18 24 
65.0- 1311341411i  8 10 14 
67.0- 11 21 31 41 7 6 6 
69.0- 1 1 2 1 1 1 
71. 0-72. 9 1 

1 106 [121 [138 [157 I 55 Mωh size (阻)[ 48 

(continued). 
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Table 1. (ωntinued). 

4) Chum， Oshoro-m俳句， 1974-'76. 

長戸石孟汁干 55.-I63T瓦戸五了瓦丙丙五円雨 157
2 

1 
2 1 
1 2 
2 1 
1 
1 
2 

45.0- 1 3 
3 

1 
1 3 
4 
1 

2 
321 1 

1 

結果と論議

図2から指摘きれる ζとを列挙すると次のようになろう。

11 
16 
7 
23 
3 
8 
2 
1 

3 
15 
12 5 
10 9 
14 18 
25 34 6 1 
20 40 16 4 
24 42 18 10 
11 32 29 27 
4 45 20 50 
5 23 31 20 
3 12 17 17 
2 5 8 
2 6 

1) ベニザケについてみると， Ishida1}の選択性曲線にくらぺて北星丸とおしょろ丸の曲線は共に

モードから左側の傾斜がはるかにゆるやかで，吻部のからみによる羅網の多い乙とを示している。

2) シロザケの場合は Ishida1}の曲線とほぼ同じ傾斜となっている。すなわち，吻部のからみによ

る羅網は顕著でない。

3) ベニザケ，シロザケともに， 北星丸で得られた曲線はおしょろ丸のそれにくらぺ小きい日合で

の効率が倍近く高くなっている。

4) モードの位置は Ishida11の曲線にくらぺておレよろ丸のシロザケが目合の小さい方にずれてい

る他はみな大きい目合にずれている。

5) 157mrn目合の効率をみると，北星丸とおしょろ丸ともにベニザケにくらべてシロザケの方が

低くなっている。

1) と 3)から， ベニザケは小きい目合の網K対するからみによる羅網が場合によって多かったり

少なかったりする ζとは明らかである。との場合，からみによる羅網が最も少なかった Ishida1}の曲

線は合衆国調査船 Paragon(1957)， Pioneer (1957および '58年)， Attu (1958)および日本調査船加

能丸 (1959年)の調査記録かち求められている8}0ζれらはいずれもアリューシャン水域で，二次性

徴の未発達ないわゆる銀毛のベニザケを漁獲した記録である。その性成熟の進行程度については記述

がないが，石田・宮口約 K示きれている北太平洋水域のベニザケの 5-7月の生殖腺重量分布と大き

くは異なっていないとみて良い。すなわち， 7月でようやくモードの位置が雌で 6Ug，雄で 20gK達

する程度である。

-242ー
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石田・島崎: 刺網のからみによる羅網
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Fig. 1. Gonad weight frequenci田 of自ockeyeand chum salmon (>FL 50 cm.) caught by 
もheHokusei-m品，ru1972-'76 cruises， and the Oshoro・maru197ι'76 cruises. (Solid 
line: Hoku自ei-maru，Chain line: 0自horo-maru).

それに対して， 北星丸およびおしょろ丸が漁獲したベニザケの生殖腺重量分布は図1から明らかな

ように重い方にずれており， その程度はおしょろ丸にくらべて北昼丸の方が明らかに進んでいる。 ζ

のことから， 小きい目合の網tと対するからみによるベニザケの羅網の程度には性成熟の進行が関係し

ている ζとは明らかである。同様のととは程度の差ζそあれ，シロザケについても言える。

からみによる羅網がベニザケで顕著で， シロザケでは僅かしかはいという理由は今後の解明にまつ

べき問題であるが，考えられる理由として， 両種の歯の形態または網!1:対する行動の差異がある。乙

の双方について，性成熟の進行tとともなう変化を追求しなければならない。

4)および 5) については本報告の主題とは直接の関係はないが， 4)で指摘した選択性曲線のモー
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Fig. 2. Relative e飴cienciesof 48-157 mm， gillnets to assuming a fork length of 60 
cm， sockeye and chum salmon fished by the Hokusei-m町 u1972ー'76cruises to 
the warers ne晶，rthe Kuril and West-Kamcha止.a，and the Oshoro・maru197ι'76 
cruises to the Aleutian area. 

ドのずれは，春から夏にかけて季節の進行とともに性成熟の進行も作用し， 肥満度が増加し，それに

対応して(一般の形の)網目選択性曲線のモードが左側の方へずれて行く ζと21から説明出来る。 ま

た， 5)は Ishida1)の曲線lとみられたベニザケとシロザケの曲線の差異と一致している。 ζれはベニ

ザケにくらべてシロザケの方が肥満度の変動の程度が少ないととの表われと考えられよう 1010

要約

北海道大学練習船北星丸とおしょろ丸の調査用無選択刺網の記録を用い， 小さい目合の刺網に対す

るベニザケとシロザケのからみによる羅網について調べた。

1) 性成熟の進行とともに， ベニザケでは小きい目合の網に大きい魚がからみによって緩網する率

が顕著に増加した。

2) シロザケの場合も同様の傾向が認、められたが，その程度は僅かであった。

3) からみによる羅網の増加には性成熟に伴う形態学的変化と生態学的変化のいずれが大きく寄与

するかという問題が残された。
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